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移動は, ある場所から他の場所へと位置を変えることを指し，多様な移動形態を含
みながら日常生活において様々なシーンで存在する．移動において最も重要なことは
安全であるが，注意機能の低下や運動機能の低下など，安全な移動を妨げる身体状態
（移動困難）が存在する．移動困難に関わる認知・運動特性について明らかになって
きているが，従来方法論においては特殊な環境と専門家を通じて認知・運動特性を計
測している．加齢, 運動習慣, 不慮の事故等によって身体状態は変化するため, 移動
困難の予防においては認知・運動特性の日常的な観察が必要となるが，従来方法論に
おいては日常的な観察が困難である． 
本研究では人の移動動作から，心的負荷や運動機能といった移動に伴う認知・運動
特性を推定できるかどうかを研究課題として設定する. 本研究課題に基づき, 本研究
では移動時に計測される生理的情報や物理的情報の観測・分析を「移動に伴う動作モ
ニタリング」と称することとし, 移動に伴う動作モニタリングに基づいて移動時の認
知・運動特性を推定する方法論の実現を研究目的とする．本論文では運動特性を全身
運動特性と局所的運動特性に大別し，認知特性推定，全身運動特性推定，局所的運動
特性推定の各特性について提案方法論を実装し評価実験を通じて本方法論の実現可
能性を検証した． 
３特性推定技術の評価実験を通じ, 本研究の提案方法論である, 移動に伴う動作モ
ニタリングに基づく認知・運動特性推定についての実現可能性については実現可能で
あるという結論に至った. 一方で, 複数の制約も確認することができた. 一つは推定
精度の観点で適用領域に制約があるという点であり, 高精度の認知・運動特性の計測
値が求められる領域においては適用が困難であると考えられる. もう一つは, 本論文
で実装した手法においては共通的な計測情報と特異的な計測情報が存在しているた
め, 本研究の方法論では推定対象となる特性ごとに計測情報と解析方法の選定が必要
であるという点である. 各特性推定技術の評価実験より, 生理的・物理的情報と認知・
運動特性の関係性を明確にできた点と利用障壁が低い計測情報や計測方法を提案で
きた点も踏まえて, 本研究の目的である移動に伴う動作モニタリングに基づいて移動
時の認知・運動特性を推定する方法論の実現を達成した． 
